
　反射テスト　立体切断　直方体・立方体　角材・面積比　01

1. 　立方体 ABCD− EFGHを平面 APQで切断したい. BP : PF = 3 : 1 かつ DQ : QH = 1 : 1 とする. 下図のように辺 CGを
延長し, 平面APQとの交点を Rとすると, 色々な求値が可能になる.（ S級 1分 30秒, A級 2分 45秒, B級 4分, C 級 6分 ）

（1）　四角形 APRQはどんな四角形か.

（2）　平面 APQと辺 FGとの交点を Sとするとき, FS : SGを求めよ.

（3）　五角形 APSTQは四角形 APRQの面積の何倍か.
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2. 　立方体 ABCD− EFGHを平面 APQで切断したい. BP : PF = 5 : 1 かつ DQ : QH = 1 : 1 とする. 下図のように辺 CGを
延長し, 平面APQとの交点を Rとすると, 色々な求値が可能になる.（ S級 1分 30秒, A級 2分 45秒, B級 4分, C 級 6分 ）

（1）　四角形 APRQはどんな四角形か.

（2）　平面 APQと辺 FGとの交点を Sとするとき, FS : SGを求めよ.

（3）　五角形 APSTQは四角形 APRQの面積の何倍か.
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　反射テスト　立体切断　直方体・立方体　角材・面積比　01　解答解説
1. 　立方体 ABCD− EFGHを平面 APQで切断したい. BP : PF = 3 : 1 かつ DQ : QH = 1 : 1 とする. 下図のように辺 CGを
延長し, 平面APQとの交点を Rとすると, 色々な求値が可能になる.（ S級 1分 30秒, A級 2分 45秒, B級 4分, C 級 6分 ）

（1）　四角形 APRQはどんな四角形か.

（2）　平面 APQと辺 FGとの交点を Sとするとき, FS : SGを求めよ.

（3）　五角形 APSTQは四角形 APRQの面積の何倍か.
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(1)　正解は, 平行四辺形
　★平行面で平行線
　　面 ABFEと面 DCGHが平行　⇒　 APと QRが平行
　　面 AEHDと面 BFGCが平行　⇒　 AQと PRが平行
　　　よって 2組の対辺が平行だから, APRQは平行四辺形.

　　△ABPと△ADQから, AP ̸= AQ がわかるので, ひし形ではない.

　　また, ∠PAQが 90◦より小さいので, 長方形でもない.

(2)　 BF = DH であり,

　　 BP : PF = 3 : 1 かつ DQ : QH = 1 : 1 であるから,

　　連比より, 左図のように BP = 3⃝, PF = 1⃝, DQ = 2⃝, QH = 2⃝ とおける.

　★図形の基本は三角形
　　 FS,SGの長さ・比を知りたい. ⇒ FS,SGを一辺とする三角形は？
　　　△PFSと△QDAが相似　⇒　 FS = 2⃝
　　　 FS : SG = 2⃝ :

(
4⃝− 2⃝

)
= 1 : 1
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(3)　平行四辺形 APRQに注目 (左図).

　　 S,Tにまつわる線分比を求めてから, 面積比を考える.

　　△PFSと△RGSが相似. (2)から, GR = 1⃝ かつ PS : RS = 1 : 1 (左図 1△, 1△ )

　★図形の基本は三角形
　　 QT,TRの長さ・比を知りたい. ⇒ QT,TRを一辺とする三角形は？
　　△QTH,△RTGが相似 ⇒ QT : RT = QH : RG = 2⃝ : 1⃝ = 2 : 1 (左図 2▽, 1▽ )

　　左図のように線分比がわかったので, ここから面積比を考える.

　　平行四辺形 APRQの面積を 1とすると, △RQP = 1
2
より,

　　　
△RTS =

1△
1△+ 1△

×
1▽

2▽+ 1▽
× △RQP

= 1
2

× 1
3

× 1
2

= 1
12

　　　
五角形 APSTQ = 平行四辺形 APRQ − △RTS

= 1 − 1
12

=
11

12
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2. 　立方体 ABCD− EFGHを平面 APQで切断したい. BP : PF = 5 : 1 かつ DQ : QH = 1 : 1 とする. 下図のように辺 CGを
延長し, 平面APQとの交点を Rとすると, 色々な求値が可能になる.（ S級 1分 30秒, A級 2分 45秒, B級 4分, C 級 6分 ）

（1）　四角形 APRQはどんな四角形か.

（2）　平面 APQと辺 FGとの交点を Sとするとき, FS : SGを求めよ.

（3）　五角形 APSTQは四角形 APRQの面積の何倍か.
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(1)　正解は, 平行四辺形
　★平行面で平行線
　　面 ABFEと面 DCGHが平行　⇒　 APと QRが平行
　　面 AEHDと面 BFGCが平行　⇒　 AQと PRが平行
　　　よって 2組の対辺が平行だから, APRQは平行四辺形.

　　△ABPと△ADQから, AP ̸= AQ がわかるので, ひし形ではない.

　　また, ∠PAQが 90◦より小さいので, 長方形でもない.

(2)　 BF = DH であり,

　　 BP : PF = 5 : 1 かつ DQ : QH = 1 : 1 であるから,

　　連比より, 左図のように BP = 5⃝, PF = 1⃝, DQ = 3⃝, QH = 3⃝ とおける.

　★図形の基本は三角形
　　 FS,SGの長さ・比を知りたい. ⇒ FS,SGを一辺とする三角形は？
　　　△PFSと△QDAが相似　⇒　 FS = 2⃝
　　　 FS : SG = 2⃝ :

(
6⃝− 2⃝

)
= 1 : 2
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(3)　平行四辺形 APRQに注目 (左図).

　　 S,Tにまつわる線分比を求めてから, 面積比を考える.

　　△PFSと△RGSが相似. (2)から, GR = 2⃝ かつ PS : RS = 1 : 2 (左図 1△, 2△ )

　★図形の基本は三角形
　　 QT,TRの長さ・比を知りたい. ⇒ QT,TRを一辺とする三角形は？
　　△QTH,△RTGが相似 ⇒ QT : RT = QH : RG = 3⃝ : 2⃝ = 3 : 2 (左図 3▽, 2▽ )

　　左図のように線分比がわかったので, ここから面積比を考える.

　　平行四辺形 APRQの面積を 1とすると, △RQP = 1
2
より,

　　　
△RTS =

2△
1△+ 2△

×
2▽

2▽+ 3▽
× △RQP

= 2
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= 2
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五角形 APSTQ = 平行四辺形 APRQ − △RTS

= 1 − 2
15

=
13

15

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html

